


は じ め に

地域における福祉コミュニティは今、多様な課題に直面しています。

少子高齢化や過疎化、働く場を求める現役世代の町外流出。あるいは、新興住宅地等に

おける住民の頻繁な出入りや、個人生活を重視し地域と距離を置く人の増加。

そのいずれにおいても、自治会機能の低下やふれあいの機会の減少を招き、地域という

単位での福祉活動・福祉意識に大きな影響を及ぼしています。中でも特に、誰にも相談で

きないまま生活に深刻な問題を抱えてしまう人や、行政などの支援制度の対象とならない、

いわゆる「制度のはざま」で苦しむ人たちの存在が大きな注目を集めるようになりました。

県内１９の各市町村社会福祉協議会においては、こうした課題意識のもと、「制度のは

ざま」で苦しみ、ＳＯＳの声をあげられないまま地域で暮らしている人たちのニーズにい

ち早く気づき、課題解決やその支援を図るため、新たな制度への取り組みや住民・関係者

との協働による独自の取り組みを進めています。鳥取県社会福祉協議会においても、昨年

度の本冊子でも紹介した「鳥取流安心生活総合支援ネットワーク形成事業」をはじめとす

る様々な施策を図り、市町村社会福祉協議会と協働して地域の福祉コミュニティ形成、支

援者のネットワークづくりなどに取り組んでいます。

社会福祉協議会が使命として推進するこれらの地域福祉活動は、社会福祉協議会だけで

その役割を果たしていくことはできません。住民、関係機関、行政など多くの人々が参画

し、どのような福祉のまちづくりを進めていくか、それぞれの意思と行動のもとで作り上

げていくことが必要と考えています。

このたび、本冊子の第２弾を作成しました。地域（住民）と直接的に関わり合う市町村

社会福祉協議会の活動を中心に、日ごろの具体的な活動内容とそこに込められた意義や想

いを知っていただきたいと考えています。そして同時に、今日の社会に存在する福祉課題

の存在について、問題意識を共有いただく機会になればと考えています。

地域での課題が複雑化・困難化していく中で、すべての方が安心して暮らせる福祉のま

ちづくりに向け、社会福祉協議会は今後とも関係機関・住民の皆様と連携した活動に取り

組んでいきたいと考えています。

皆様方の御理解と御協力をいただきますようお願い申し上げます。

平成２８年３月

社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会

会 長 青 木 茂
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食事サービス の種類

生活支援サービスの代表的存在といえる事業で、

調理や配達を同じ地域のボランティアが担って運

営されています。市町村によって地区社協などの

住民組織が実施主体となっており、社協は様々な

形でその活動を支援しています。

１事
例

活

動

食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

自
宅
生
活
を
送
る
人
に
食
事
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象
者
は
主
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
で
、
各
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

健
康
維
持
の
ほ
か
、
活
動
を
通
じ
て
生
ま
れ
る
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
る
事
業
で
す
。

生
活
の
基
本
で
あ
る
「
食
生
活
」
に
は
、
買
い
物

か
ら
準
備
、
片
づ
け
に
至
る
過
程
の
中
で
多
く
の
作

業
や
手
間
ひ
ま
が
含
ま
れ
ま
す
。
食
生
活
と
は
こ
れ

ら
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
ど
れ
か
一
つ
の

能
力
が
低
下
す
る
こ
と
で
も
、
食
生
活
全
体
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

食
生
活
の
乱
れ
の
影
響
は
、
長
期
的
に
見
る
と
単

に
健
康
面
だ
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
食
事
の

回
数
が
減
っ
た
こ
と
で
頻
繁
に
買
い
物
に
行
か
な
く

な
り
、
す
る
と
外
出
機
会
が
減
っ
て
、
人
と
顔
を
合

わ
せ
る
機
会
が
少
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
社
会
性
が

低
下
す
る…

…

と
い
っ
た
、
連
鎖
的
な
悪
影
響
に
も

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

食
生
活
は
、
い
わ
ば
自
律
的
で
規
則
正
し
い
生
活

の
象
徴
、
大
黒
柱
と
い
え
る
存
在
な
の
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
調
理
し
た

食
事
を
提
供
し
て
、
食
生
活
の
維
持
に
不
安
の
あ
る

方
を
支
え
る
活
動
で
す
。
お
弁
当
な
ど
を
届
け
る
配

食
型
と
、
会
場
に
出
か
け
て
き
て
も
ら
う
会
食
型
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
調
理
や
配
達
を
担
う

の
は
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
地
域
内
の
顔
な
じ
み
同
士
、
と
い
う

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
者
か
ら
す
る
と
低
廉
な
料
金
で
利
用
で
き
る

こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
が
、
地
域
の
ふ
れ
あ

い
・
支
え
合
い
と
い
う
面
で
も
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
社
協
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
地
域
住
民
同
士
が
定
期
的
に
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
安
否
確
認
や
早
期
の
異
状

発
見
、
会
話
や
交
流
の
機
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
す
。

社
協
で
も
こ
の
点
を
重
視
し
、
日
々
の
活
動
支
援

だ
け
で
な
く
、
生
活
の
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
社
協
に

相
談
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
て
い

ま
す
。

平
成
12
年
の
施
行
以
来
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を

支
え
続
け
て
い
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
。
い
ま
、
そ

の
仕
組
み
に
新
た
な
あ
り
方
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
27
年
度
、
５
年
ぶ
り
に
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
事
業
所
の

提
供
す
る
専
門
的
な
介
護
だ
け
で
な
く
、
住
民
主
体

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
に

組
み
合
わ
せ
、
軽
易
な
生
活
援
助
か
ら
専
門
的
ケ

ア
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
至
る
ま
で
の
包
括
的
な
支
援

体
制
と
す
る
構
想
で
す
。
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
構
想
は
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
平
成
37
年
度
を
目
途
と
し

て
構
築
が
目
指
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
住
民
主
体

で
行
わ
れ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
介
護
保

険
と
い
う
公
的
制
度
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る

か…
…

こ
れ
ま
で
に
な
い
改
革
内
容
は
多
方
面
の
分

野
か
ら
意
見
や
反
響
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
今
あ
る

地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り

大
切
で
欠
か
せ
な
い
活
動
と
し
て
、
そ
の
基
盤
強
化

に
繋
が
る
こ
と
が
、
こ
の
改
革
に
お
い
て
重
視
さ
れ

る
べ
き
点
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
な
部
分
が
多
い
も
の
の
、

在
宅
生
活
を
送
る
高
齢
者
が
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て

い
く
の
は
確
実
で
す
。
住
民
活
動
へ
の
期
待
感
の
高

ま
り
を
象
徴
す
る
制
度
構
想
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
か
ら
こ
そ…

…

食
を
き
っ
か
け
と
し
た

安
心
の
見
守
り

実施社協

18
社協

19
市町村
社協中

一人ずつ がよくなる効果

写真提供 岩美町社会福祉協議会、北栄町社会福祉協議会

個別支援
健康維持・病気予防、安否確認、閉じこもり防止、社会性維持など

地域全体 がよくなる効果

地域支援
ボランティア活動促進、地域交流の活発化、支え合い気運の醸成など

社協の役割 運営事務、活動経費の助成、調理場・器具の提供、衛生等研修会の開催、利用者の困りごと相談受付 など

住
民
活
動
も
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し
て…

…

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
食
事
サ
ー
ビ
ス

● 配 食 型 ●
お弁当などを自宅に届ける形。調理だけでな
く、配達を行うボランティアも携わります。
外出機会が少なくなっている人とも顔を合わ
せることができるのがメリットです。

● 会 食 型 ●
利用者に集まってもらう食事会の形。大勢が
集まるため賑やかな場になりやすく、参加者
同士の相互交流や関係づくり、地域の雰囲気
アップにもつながります。

食事サービス
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第 １ 章

住民主体の地域福祉活動を支援する

第 １ 章

45



ミニデイ活動
智頭町社会福祉協議会

地域福祉活動の象徴ともいえるふれあい・いきい

きサロン。

住民が立ち上げた活動を支援するほか、社協が設

置し、住民と協働で運営しているサロンもありま

す。

２事
例

活

動

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ミ
ニ
デ
イ
活
動

の
支
援

高
齢
者
な
ど
の
住
民
が
集
ま
っ
て
、
お
茶
飲
み
話
を
楽
し
む
場
が
一
般
的
で
す
。

公
民
館
や
集
会
所
を
利
用
す
る
ス
タ
イ
ル
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
在
り
方
は
様
々
で
す
。

住
民
立
ち
上
げ
た
サ
ロ
ン
の
ほ
か
、
社
協
が
設
置
を
主
導
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

サ
ロ
ン
活
動
は
、
平
成
６
年
に
社
協
の
中
央
組
織

で
あ
る
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
地
域
の
交
流
拠

点
と
し
て
提
唱
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
か
ら
約
20
年
が
経
過
し
た
今
、
地
域
に
合
っ
た
多

種
多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鳥
取
県
内
で
は
、
社
協
で
把
握
し
て
い
る
だ
け
で

も
、
千
三
百
カ
所
以
上
で
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
集
ま
れ
る
交
流
拠
点
の
存
在
は
、
地

域
の
絆
を
認
識
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
閉
じ
こ
も

り
の
予
防
、
社
会
性
の
維
持
、
日
常
の
メ
リ
ハ
リ
や

適
度
な
精
神
的
刺
激
、
さ
ら
に
は
互
い
に
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
る
定
期
的
な
見
守
り
の
場
と
し
て
の

活
用
や
、
世
代
間
交
流
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
場
と
し
て
の
活
用
、
ま
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
場
や

犯
罪
被
害
予
防
の
呼
び
か
け
の
場
に
も…

…

あ
ら
ゆ

サ
ロ
ン
活
動
は
参
加
者
に
よ
る
自
主
運
営
が
基
本

で
、
本
来
「
運
営
者
と
お
客
様
」
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
多
く
の
サ
ロ
ン
で
は
、
地
区
社
協
や

自
治
会
な
ど
の
組
織
、
あ
る
い
は
代
表
者
・
世
話
人

な
ど
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
社
協
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
世
話
役
の

支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
サ
ロ
ン
そ
の
も
の
が
地

域
と
つ
な
が
る
大
切
な
場
の
一
つ
。
時
に
直
接
職
員

が
出
向
い
て
悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と
の
相
談
を
聴
い

た
り
、
世
話
人
同
士
の
交
流
会
や
研
修
会
を
開
催
し

た
り
し
て
、
そ
の
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

形
の
な
い
カ
タ
チ

住
民
が
「
楽
し
い
」
と
思

え
る
交
流
拠
点
づ
く
り

実施社協

19
社協

19
市町村
社協中

智頭町社協で推進するミニデイ活動のポイントは、「一緒にご飯を食べる

こと」。みんなで賑やかに会食することと、可能な限り献立や調理も全員で

の実施を働きかけています。地域交流の促進が図られるのはもちろん、自分

達の共同作業で運営することで介護予防の効果、そして参加者とお客様の垣

根をなくすという、地域の交流拠点としての重要な意味合いも生まれます。

智頭町社協の積極的な働きかけがあり、現在は町内３７の集落で実施中。

昼食を挟み、午後からは介護予防体操やお喋り会など、集落それぞれで思い

思いの活動が展開されています。

一人ずつ がよくなる効果

写真提供 若桜町社会福祉協議会

個別支援 閉じこもり防止、生活リズムの維持、社会性の維持、定期的な見守り、
その他活動企画に応じた相乗効果（介護予防、犯罪被害防止等）など

地域全体 がよくなる効果

地域支援 ボランティア活動促進、地域文化の醸成、地域交流の活発化・拠点整備、
支え合い気運の醸成 など

社協の役割 活動経費の助成、世話人交流・研修の場の提供、活動に必要な情報の提供 など

社
協
の
関
わ
り
方
と

「
世
話
役
」
の
存
在

市町村社協

サロンなどの設置
または運営支援

る
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
も
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
世
帯
や

障
が
い
者
、
外
国
人
、
家
族
介
護
者
と
広
が
り
、
こ

う
し
た
枠
組
み
を
最
初
か
ら
設
け
な
い
サ
ロ
ン
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
豊
か
な
創
造
性
は
場
の
設
置
方
法

に
も
広
が
り
、
地
域
の
空
き
家
を
活
用
す
る
サ
ロ
ン
、

青
空
広
が
る
畑
の
畔
で
開
催
す
る
サ
ロ
ン
、
参
加
者

の
家
を
順
繰
り
に
回
る
サ
ロ
ン
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
開

催
で
は
な
く
、
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
て
常
時

誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
開
放
す
る
と
い
う
サ
ロ
ン

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
や
介
護
予
防
の
機
能
を
組
み
合
わ
せ

た
「
ミ
ニ
デ
イ
」
と
い
う
あ
り
方
も
、
こ
う
し
た
工

夫
の
一
つ
（
次
頁
参
照
）
。
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る

の
は
、
自
然
と
住
民
が
集
ま
り
た
く
な
る
拠
点
を
作

ろ
う
、
と
い
う
試
み
で
、
そ
の
創
意
工
夫
が
サ
ロ
ン

活
動
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
の
で
す
。

※本項では、ふれあい・いきいきサロンを単に「サロン」と表現します。

最も一般的なサロンのスタイル。参加者同士

でゆっくりお喋りしながら、楽しいひととき。

気軽に参加できる地域の集い場となります。

★ 交流会スタイル
お茶会・ゲーム・レクリエーション など

介護予防の運動や体操などに取り組みます。

地域包括支援センターや医療機関などと連携

して実施することもあります。

★ 健康増進スタイル
介護予防教室・健康相談 など

花壇の整備やゴミ拾いなど地域貢献に取り組

むアクティブなサロン。周りからの感謝はもちろ

ん、役割意識ややりがいがあります。

★ 地域貢献スタイル
清掃活動・ボランティア活動 など

開放スペースと低価格のドリンクを用意した、

喫茶店のようなサロン。開放的な雰囲気で、い

つでも誰でも利用しやすいスタイル。

★ カフェスタイル
ワンコインカフェ、オレンジカフェ など

サロン活動の例
参加者一人ひとりが企画者となって、アイディアを持ち寄ってみましょう。
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組織化支援 「傾聴やず うなづき」

あいのわ銀行
南部町社会福祉協議会

八頭町社会福祉協議会

市町村社協

ボランティアは、ともすれば“お手伝い”“助け

合い”といった狭いイメージでとらえがちですが、

本来は自分たちが望む地域や社会を自分たちで創

り出すという「自治」の精神にもとづくものです。

社協ボランティアセンターは、社協の使命である

地域福祉の推進に向けた活動を意識しています

３事
例

活

動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

・
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
意
思
を
持
つ
住
民
と
共
に
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
要
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
先
駆
的
に
取
り
組
む
、
い
わ
ば
社
協
活
動

の
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主
な
役
割
は
大
き
く

分
け
て
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
た
い
」
と
い
う

活
動
希
望
者
へ
の
支
援
と
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応

援
を
求
め
た
い
」
と
い
う
受
入
れ
組
織
等
へ
の
支
援

が
あ
り
ま
す
。
鳥
取
県
内
の
す
べ
て
の
社
協
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
研
修
を
受
講
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
活

動
者
と
の
活
動
を
必
要
と
す
る
組
織
・
人
そ
れ
ぞ
れ

に
寄
り
添
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
あ
わ
せ
て
、

「
地
域
福
祉
の
推
進
」
と
い
う
社
協
の
使
命
を
意
識

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
地
域
ニ
ー

ズ
や
生
活
課
題
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
地
域
の

関
係
者
を
つ
な
ぎ
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
視
点

住
民
自
身
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
の
後
押
し

社
協
が
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

実施社協

19
社協

19
市町村
社協中

傾聴ボランティアとは、人の話をありのまま受け止めて聴く「お話し相手ボラン

ティア」。

平成２７年９月、八頭町に誕生した「傾聴やず うなづき」というボランティア

グループは、養成講座に参加した住民が中心となって立ち上がったグループです。

ともに研修に参加した八頭町社協の職員は、日ごろから地域に携わる中、地域で

孤立している人の存在を目にし、傾聴ボランティア活動の必要性を感じていました。

そんな中、傾聴ボランティア養成講座に参加した住民同士で充実感を覚え、仲間意

識を高め合っているのを見て、その気運を後押しする形で社協デイサービス事業所

での「体験傾聴」を提案。以降も振り返り会を開くことなどを通じて不安や疑問の

解消を図り、 最終的に「傾聴やず うなづき」の立ち上げという形で実を結びま

した。

以降、月１回の定例会にも社協職員が参加し、活動上の悩み等を解消する手助け

をしつつ、継続的活動に向けた支援を行っています。

地域に必要とされているボランティア活動の基盤づくりに、活動者と社協が協力

して取り組んだ事例です。

一人ずつ がよくなる効果注記
※１ 特定非営利活動法人日本ボランティアコーディネーター協会(２００１年設立）。

ボランティアコーディネーターのネットワークを築き、その専門性の向上と社会的認知をすすめ、
専門職としての確立を図ることを目的とする（同団体ウェブサイトより）。

個別支援
具体的な困りごとや支援課題の解決、（ボランティア）社会参加の実現など

地域全体 がよくなる効果

地域支援
ボランティア活動促進、地域交流の活発化、支え合い気運の醸成など

社協の役割 ボランティアセンターの運営を通じたボランティア活動の推進・普及

ボランティアセンター

住民主体の地域福祉活動を支援する
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が
大
切
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
特
別
な
活
動
で
は

な
く
、
誰
も
が
社
会
参
加
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

実
現
で
き
る
活
動
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
そ
の
た
め
の
場
づ
く
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
活
動
の
調
整
）
を
行
う
こ
と

を
そ
の
役
目
と
し
て
い
ま
す
。
社
協
な
ら
で
は
の
福

祉
的
な
視
点
で
、
誰
も
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
き

る
地
域
社
会
、
誰

も
が
あ
た
た
か
く

包
ま
れ
た
「
と
も

に
生
き
る
」
社
会

を
創
造
し
て
い
く

こ
と
が
、
社
協
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
役
割
と
い

え
ま
す
。

「一人ひとりが社会を構成する重要な一員であることを

自覚し、主体的・自発的に社会の様々な課題やテーマに

取り組む」というボランティア活動を理解してその意義

を認め、その活動のプロセスで多様な人や組織が相互に

対等な関係でつながり、新たな力を生み出せるように調

整することにより、一人ひとりが市民社会づくりに参加

することを可能にする働きである。

ＪＶＣＡ(※１)による

ボランティアコーディネート の定義

市町村社協

本来無償性のボランティア活動ですが、対価を払うことで逆に他人に頼

みやすくなるという心理的効果もあり、近年多くの市町村社協で有償のボ

ランティアサービスの立ち上げが進んでいます。

「あいのわ銀行」はその中でも最も長い歴史を持つ有償ボランティア制

度で、開設から約２０年、今や約６００人のボランティアで支えられる

“メガバンク”に成長しました。

活動時間に応じてやり取りされるポイントは、将来自分がボランティア

活動を受けるときに利用できるほか、地域商品券による精算にも対応。平

成２７年度から対応した現金精算による活動等も含め、年間約１,５００件

に上る活動が行われています。



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
救
援
活
動
の
拠
点

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

近
年
の
わ
が
国
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
災
害
救
援
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

ひ
と
た
び
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現
地
へ

詰
め
か
け
て
被
災
地
の
復
興
を
力
強
く
支
援
す
る―

―

そ
の
受
付
窓
口
と
し
て

特
設
さ
れ
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
単
語
も
、
未
曽
有
の

災
害
が
頻
発
す
る
昨
今
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

普
段
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
や
、
被

災
地
域
の
状
況
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
く
の
場
合
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
被
災
地
の
社
協
に
開
設
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
被
災
住
民

の
大
規
模
に
膨
れ
上
が
る
ニ
ー
ズ
と
、
全
国
か
ら
一
斉
に
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
そ
れ
ぞ
れ
受
付
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
役
割
を
担
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
性
の
高
い
案
件
に
人
員
を
調
整
し
た

り
、
一
カ
所
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
中
を
避
け
た
り
、
逆
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
来
な
い
と
い
う
状
況
を
防
い
だ
り
と
い
っ
た
調
整
も
図
っ
て
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
ほ
か
に
も
資
機
材
の
調
達
、
救
援
物
資

の
受
付
・
管
理
・
活
用
、
実
際
に
住
ま
い
を
訪
ね
回
っ
て
の
状
況
聞
き
取
り
な

ど
多
く
の
機
能
を
集
中
的
に
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
担
い
手
が
社
協
で
あ

る
か
ら
に
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
復
旧
支
援
に
携
わ
っ

た
後
も
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
線
に
立
ち
、
そ
の

復
興
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
ま
す
。

災害ボランティアセンター設置運営模擬訓練
琴浦町・智頭町・境港市社会福祉協議会

市町村社協

災害は突然訪れるもの。

市町村社協では、災害発生時に備えて災害ボランティアセンターの立ち上げやボランティ

アの受付に係る手順書（マニュアル）の作成を進めています。しかし、多様な支援ニーズの

受付と整理、ボランティアの受け入れや活動調整など、多くの役割が相互に連携してきちん

と機能していくための仕組みをあらかじめ整備するのは、決して簡単ではありません。

鳥取県内の社協では、実際の災害時を想定し、災害ボランティアセンターの立ち上げから

ボランティアの受付、マッチングや活動依頼の受付など、一連の流れをシミュレーションす

る「災害ボランティアセンター設置運営模擬訓練」を進めています。特に平成25年度から、

鳥取県社協と各市町社協の共催で開催した３地域（琴浦町・智頭町・境港市）の訓練では、

平成12年の鳥取県西部地震をきっかけに生まれたボランティア団体「日野ボランティアネッ

トワーク」や、民生委員・赤十字奉仕団など地域の住民も参画し、大規模かつ本格的な訓練

を通じて、災害発生時の対応を確認しました。

上記の手順書（マニュアル）を定める上でも、あるいは既存のものを確認する意味でも、

意義の大きな取り組みです。

みんなが安心して暮らせる街づくり

第 １ 章
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▲琴浦町社協での
災害ボランティア訓練
（平成25年11月15日）
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４事
例

活

動

生
活
福
祉
資
金
貸
付

低
所
得
世
帯
や
障
が
い
者
・
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
相
談
に
も
と
づ
い
て
安
定
し
た
生
活

を
送
る
た
め
の
資
金
の
貸
付
と
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

社
会
福
祉
法
第
一
種
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
公
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
り
、

す
べ
て
の
市
町
村
社
協
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

実施社協

19
社協

19
市町村
社協中

一人ずつ がよくなる効果

社協の役割
【市町村社協】貸付相談への対応･支援、県社協への申請、貸付後の継続的支援 など

【県 社 協】貸付相談への助言、貸付審査会の開催、償還事務、債権管理 など

個別支援
資金貸付による生活の安定、継続的支援による生活課題の解決

地域全体 がよくなる効果

地域支援
地域でできることを協力していくことで、支え合いのきっかけとなる

注記 ※１ 表は抜粋です。それぞれの種類ごとに、条件に応じた貸付限度額や償還期限等があります。

貸付相談

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、
戦
後
急
増
し
た
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
全
国
の
民

生
委
員
に
よ
る
「
世
帯
更
生
運
動
」
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。

こ
の
運
動
の
発
展
に
向
け
、
生
活
の
立
て
直
し
に
必
要
な
資
金
貸
付
制
度
を
求
め

る
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和
30
年
に
「
世
帯
更
生
資
金
貸
付
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
社
協
と
民
生
委
員
が
連
携
し
、
資
金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
援
助
を
行
い
、

借
受
世
帯
が
安
定
し
た
生
活
を
送
る
よ
う
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
制
度
は
時
代
に
合
わ
せ
た
数
度
の
見
直
し
を
経
て
、
平
成
21
年
に
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
に
対
応
す
る
抜
本
的
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
資
金
種
類
の
統
合
・
再
編
と
と
も
に
、
失
業
等
に
よ

り
日
常
生
活
全
般
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
継
続
的
な
相
談
支
援
と
必

要
な
資
金
の
貸
付
を
一
体
的
に
行
う
「
総
合
支
援
資
金
」
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
あ
く
ま
で
借
入
申
込
者
の
困
り
ご
と
相
談
と
そ
の
後
の
継
続
的
な
支

援
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。
貸
付
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
生
活
課
題
を
解
決
す

る
上
で
は
、
社
協
の
相
談
員
や
関
係
者
の
継
続
的
な
関
わ
り
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

特
に
、
身
近
に
お
い
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
民
生
委
員
の
助
言
や
励
ま
し
は
、

多
く
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
自
立
を
支
援
す
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
貸
付
制
度

生
活
福
祉
資
金
を
活
用
し
た
自
立
支
援

「
総
合
支
援
資
金
」
の
特
徴
は
、
生
活
再
建
ま
で
に
必
要
な
生
活
費
等
の
貸
付
と
合
わ

せ
て
、
世
帯
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
就
労
支
援
や
家
計
指
導
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

困
窮
状
態
に
あ
る
世
帯
の
多
く
は
、
金
銭
援
助
だ
け
で
は
根
本
的
な
解
決
に
結
び
つ
か

な
い
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
特
に
本
制
度
は
将
来
の
償
還
を
と
も
な
う
事

業
で
あ
り
、
過
重
な
負
担
で
世
帯
の
経
済
状
況
の
更
な
る
悪
化
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、

個
別
の
要
因
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
主
に
生
活
費
へ
の
貸
付
を
行
う
「
総
合
支
援
資
金
」
と

「
緊
急
小
口
資
金
」
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
平
成
27
年
に
施
行
さ
れ
た
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
」
に
定
め
る
自
立
相
談
支
援
事
業
の
同
時
利
用
が
必
須
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
も
と
づ
い
て
、
自
立
に
向
け
た
計
画
を
個
別
に
定
め
、
資
金
貸
付
を
含
め

た
必
要
な
支
援
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
社
協
と
自
立
相
談
支
援
機
関
の
相
談
員
が
、

本
人
（
世
帯
）
に
伴
走
し
て
生
活
の
立
て
直
し
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
か
ら
は
、
新
法
と
の
連
動
も

困
窮
状
態
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
の

相
談
と
伴
走
型
支
援

生活福祉資金貸付 種別概要（※１）

失業者、日常生活全般に困難を抱えており、生活の立て直しのために継続的
な相談支援（就労支援、家計指導等）と生活費及び一時的な資金を必要とし、
貸付を行うことにより自立が見込まれる世帯に貸し付ける資金。

生活支援費 生活再建までの間に必要な生活費用

住宅入居費 敷金、礼金等の住宅賃貸契約を結ぶために必要な費用

福祉費 技能習得に必要な経費とその期間中の生計を維持するために必要な経費、
住宅の増改築、福祉用具等の購入、障がい者用自動車の購入に係る費用等

緊急小口資金 緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に貸し付ける少額の費用

総合支援資金

一時生活再建費 生活を再建するためなどに一時的に必要である費用

低所得世帯、障がい者世帯又は高齢者世帯に対し、次に掲げる経費として貸
し付ける資金。福祉資金

低所得世帯に対し、次に掲げる経費として貸し付ける資金。教育支援資金

教育支援費 低所得世帯に属する者が高等学校、大学又は高等専門学校に就学するのに
必要な経費

就学支度費 低所得世帯に属する者が高等学校、大学又は高等専門学校に入学するのに
必要な経費

不動産担保型
生活資金

一定の居住用不動産を担保として生活費を貸し付ける資金。

不動産担保型生活資金

要保護世帯向け不動産担保型生活資金

引用 「社会福祉学習双書 公的扶助論」（社会福祉法人全国社会福祉協議会 2015年）
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相談・申込
意見書を添えて
申込書送付

福祉事務所

(必要に応じて)
意見書

民生委員
相談

借
入
申
込
者

市
町
村
社
協

県
社
協

意見書

貸付決定、貸付金の送金

相談・申込 申込書送付

離職支援策
の利用相談 支援策等履行状況

情報提供

借
入
申
込
者

市
町
村
社
協

県
社
協

貸付決定、貸付金の送金

自立相談支援機関
ハローワーク
福祉事務所

支援策の
実施

福
祉
資
金

総
合
支
援
資
金

事
務
の
流
れ

事
務
の
流
れ



こ
の
事
業
の
利
用
は
、
あ
く
ま
で
も
利
用
者
本
人
と
の
契
約
を
要
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

利
用
申
込
者
の
契
約
能
力
は
、
市
町
村
社
協
に
設
置
さ
れ
る
審
査
会
で
チ
ェ
ッ
ク
し
（※

１
）

、
ま
た

契
約
の
締
結
後
も
社
協
の
専
門
員
が
本
人
と
定
期
的
に
面
接
し
状
態
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
過
程
で
本
人
の
判
断
能
力
に
更
な
る
低
下
が
み
ら
れ
た
場
合
、
本
事
業
の
利
用
を
続
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
民
法
に
定
め
る
成
年
後
見

制
度
の
利
用
で
継
続
的
に
権
利
擁
護
を
図
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
親
族
等
で
成
年

後
見
人
を
担
え
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
の
存
在
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
法
人
と
し
て
後
見
を
受
任
す
る
「
法

人
後
見
事
業
」
（
次
頁
）
を
開
始
す
る
社
協
が
全

国
で
増
え
て
い
ま
す
。

本
人
の
判
断
能
力
に
沿
っ
た
権
利
擁
護

法
人
後
見
事
業
と
の
連
動
に
よ
る
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
の
体
制

５事
例

活

動

権
利
擁
護
事
業

(

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業)

高
齢
者
や
知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
な
ど
、
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
た
ち
を
対
象

と
し
た
権
利
擁
護
事
業
で
す
。
す
べ
て
の
市
町
村
社
協
で
利
用
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
援
助
し
た
り
、
医
療
費
や
税
金
、
公
共
料
金
の
支
払
い
手
続
き
を

手
伝
っ
た
り
、
通
帳
・
銀
行
印
を
預
か
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

実施社協

12
社協

19
市町村
社協中

一人ずつ がよくなる効果

個別支援
判断能力が低下しても住み慣れた地域で暮らしていくことができる

地域全体 がよくなる効果

地域支援 市民活動の活性化（生活支援員）
周囲の住民に気配りが生まれることで、優しい地域づくりにつながる

社協の役割
【市町村社協】利用者の状況確認、支援内容の決定、契約書の作成、利用者の継続的な状況確認 など

【県 社 協】運営状況の確認、助言指導、契約内容の審査、関連研修の開催、関係機関連絡会等の調整 など

利用契約の受付

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

「
生
活
支
援
員
」
の
存
在

平
成
９
年
に
行
わ
れ
た
社
会
福
祉
制
度
の
見
直
し
で
、
介
護
保
険
制
度
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
な
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
契
約
し
利
用
す
る
時
代
が
訪
れ
ま
し
た
。
行
政
に

よ
る
措
置
に
代
わ
っ
て
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
選
択
が
尊
重
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
た

こ
の
改
革
の
裏
で
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
た
ち
の
自
己
決
定
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
か
が
大
き
な
支
援
課
題
と
し
て
浮
上
し
ま
す
。

折
し
も
、
こ
う
し
た
人
た
ち
を
狙
っ
た
悪
徳
商
法
や
詐
欺
が
横
行
。
近
隣
住
民
や
民

生
委
員
に
と
っ
て
も
他
人
の
金
銭
管
理
に
介
入
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
被
害
対
策
に
苦

慮
し
て
い
た
実
態
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
の
前
年
で
あ
る
平
成
11
年
に
、
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
は
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
判
断
能
力
の
低
下
し
た
人
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
な
ど
を
援
助
す
る
具
体
的
な
支
援
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
本
事
業
は
、
以
後
そ
の

権
利
を
守
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

制
度
化
か
ら
15
年
余
り
が
過
ぎ
た
今
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
や
精
神
障
が
い
が
あ

る
方
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
が
進
む
中
で
、
本
事
業
を
含
む
権
利
擁
護
関
連
事
業
へ
の

ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

「
措
置
か
ら
契
約
へ
」
の
時
代
に
生
ま
れ
た
支
援

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
人
の
自
己
決
定

を
支
え
、
権
利
を
守
る

本
事
業
に
は
、
社
協
の
専
門
員
と
と
も
に
、
利
用

者
に
よ
り
身
近
な
存
在
で
あ
る
生
活
支
援
員
が
大
き

く
関
わ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
人
が
い
る
場
合
、
ま
ず

社
協
の
専
門
員
が
本
人
の
状
態
を
確
認
。
具
体
的
な

援
助
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
利
用
契
約
書
を
作
成
し
、

審
査
会
を
経
て
契
約
が
締
結
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

そ
の
契
約
内
容
に
沿
っ
て
本
人
の
生
活
の
お
手
伝

い
を
す
る
の
が
、
各
市
町
村
に
在
住
す
る
生
活
支
援

員
。
本
人
の
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
、
銀
行
で
の
払

戻
し
な
ど
日
常
的
な
金
銭
管
理
や
役
場
に
赴
い
て
の

様
々
な
手
続
き
を
利
用
者
の
日
常
生
活
に
寄
り
添
い

な
が
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
本
事
業
に
お
い
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
重
要
な
存
在
で
す
。

判断能力の低下に応じた
権利擁護サービス (イメージ)

判断能力の喪失

福祉サービスを安心して利用いただくお手伝い

◆福祉サービス利用に関する情報提供・助言
◆福祉サービスの利用申し込み手続き
◆福祉サービスの利用料金の支払い手続き
◆福祉サービスにおける苦情解決援助 など

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
援
助

日常生活に必要な払い戻しや支払いのお手伝い

◆年金・福祉手当の受領手続き
◆病院への医療費の支払い手続き
◆税金・水光熱費など公共料金の支払い手続き
◆日用品の購入代金の支払い手続き など

日
常
的
金
銭
管
理

サ
ー
ビ
ス

通帳やはんこ、証書などを安全に保管

◆預貯金の通帳
◆証書類（年金証書・保険証書・不動産権利証書）
◆実印・銀行印 など

○福祉サービス利用方法が

分からない

○書類の整理が不安

○お金や通帳の置き場所を

忘れてしまう

契約にもとづく

支援（サービス）の提供

地域で自立して安心した
生活が送れるよう支援

書
類
な
ど
の

預
か
り
サ
ー
ビ
ス

日常生活自立支援事業 実施サービス概要

注記
※１ 疑義が生じた場合は県社協が設置する審査会において、医師や弁護士、精神保健福祉士などが参画し、

本人の判断能力や支援内容に問題がないか確認して契約の可否を決定します。
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※

平
成
29
年
度
に
は
全
て
の

市
町
村
社
協
で
開
始
の
予
定

後 見

日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
の
利
用
者

補 助

保 佐

成
年
後
見
制
度

※適切なサービスの選択には、判断能力以外
にも様々な状況を考慮する必要があります。
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６事
例

活

動

権
利
擁
護
事
業

(

法
人
後
見
事
業
・
市
民
後
見
人
養
成)

民
法
に
定
め
ら
れ
た
「
成
年
後
見
制
度
」
に
関
連
す
る
事
業
で
す
。

こ
の
う
ち
法
人
後
見
事
業
は
、
後
見
人
の
役
割
を
法
人
と
し
て
担
う
も
の
で
す
。

親
族
等
や
市
町
村
長
の
申
し
立
て
に
も
と
づ
き
、
家
庭
裁
判
所
の
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、

本
人
の
生
活
や
財
産
に
関
わ
る
手
続
き
や
判
断
を
代
理
す
る
制
度
で
す
。

実施社協

3
社協

19
市町村
社協中

一人ずつ がよくなる効果

参考 「社会福祉研究」第113号（鉄道弘済会 2012年）、「市民後見人の理念と実際」（中央法規出版 2012年）

個別支援
判断能力が低下しても住み慣れた地域で暮らしていくことができる

地域全体 がよくなる効果

地域支援 地域でできることを協力していくことで、支え合いのきっかけとなる
【市民後見人】身近な人に対し、市民活動として権利擁護を図る文化となる

注記 ※１ 活動実費のほか、家庭裁判所が定める後見報酬が本人(被後見人)の財産から支払われます。

法人後見事業

法
人
で
の
担
い
手
と
し
て
社
協
が
注
目
さ
れ
、
社

協
自
身
も
そ
の
役
割
を
自
任
し
て
い
る
の
は
、
公
共

福
祉
団
体
と
し
て
の
信
頼
感
、
社
会
福
祉
分
野
の
専

門
職
を
擁
す
る
人
材
面
も
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
理

由
の
一
つ
に
は
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
14
頁
）

を
通
じ
て
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
へ
の
支
援
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
人
の
判

断
能
力
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
権
利
擁
護
を
図
れ

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
住
民
が
安
心
し
て
地
域

で
暮
ら
せ
る
仕
組
み
と
な
る
の
で
す
。

鳥
取
県
内
で
は
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
３
市
町
村

社
協
で
受
任
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
４
社
協
で
も
今
後

の
事
業
開
始
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

社
協
で
法
人
後
見
を
行
う
上
で
は
、
公
正
な
後
見

業
務
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後
見
と
い
う
制
度
に
地

域
の
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
も
重
視
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
社
協
は
福
祉
的
観
点
か
ら
被
後
見
人
の

親
族
中
心
か
ら
、
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
へ

ニ
ー
ズ
増
大
に
と
も
な
う

成
年
後
見
の
「
社
会
化
」

成
年
後
見
制
度
の
目
的
は
、
判
断
能
力
が
低
下
し

た
人
の
権
利
を
守
る
こ
と
で
す
。
そ
の
役
割
を
担
う

人
を
後
見
人
と
い
い
、
主
に
財
産
管
理
と
身
上
監
護

（
病
院
や
介
護
保
険
、
施
設
の
入
退
所
な
ど
に
係
る

手
続
き
）
を
担
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
家
庭
裁
判
所

の
判
断
に
も
と
づ
き
、
本
人
の
契
約
行
為
等
を
代
理

し
た
り
取
消
し
た
り
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

本
制
度
や
そ
の
未
来
を
考
え
る
上
で
は
、
認
知
症

高
齢
者
の
増
加
な
ど
に
よ
る
地
域
の
権
利
擁
護
ニ
ー

ズ
の
増
大
を
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
、
こ
れ
ま
で
親
族
中
心
に
担
わ
れ
て
き
た
制
度

の
あ
り
方
は
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
の
最
高
裁
判
所
に
よ
る
調
査
に
よ
る
と
、

親
族
後
見
の
割
合
は
調
査
時
点
で
35
％
ま
で
に
低
下
。

代
わ
り
に
、
専
門
職
な
ど
第
三
者
的
な
受
任
者
が
増

加
か
つ
多
様
化
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

後
見
を
担
う
人
材
の
養
成
を
市
町
村
の
努
力
義
務
と

す
る
こ
と
が
老
人
福
祉
法
に
謳
わ
れ
る
な
ど
、
成
年

後
見
は
今
や
社
会
制
度
的
サ
ー
ビ
ス
の
側
面
も
色
濃

く
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
不
足
す
る
後
見
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
の

ひ
と
つ
と
な
る
の
が
「
法
人
後
見
」
で
す
。
社
協
で

の
取
り
組
み
は
す
で
に
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
法

人
と
し
て
の
受
任
件
数
で
は
す
で
に
高
い
割
合
を
占

め
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
人
の
生
活
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
う
後
見

人
に
は
、
専
門
的
な
知
見
に
加
え
、
対
象
者
と
の
強

固
な
信
頼
関
係
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
個
人
で

も
団
体
で
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

社
協
が
考
え
る
法
人
後
見

の
意
義
と
姿
勢

住
民
と
し
て
の
特
性
を
生
か
し
た
後
見

住
民
主
体
の
権
利
擁
護
活

動
「
市
民
後
見
人
」

生
活
維
持
を
図
り
つ
つ
、
切
れ
目
な
い
見
守
り
を
地

域
と
協
力
し
て
構
築
し
て
い
く
こ
と
も
使
命
で
あ
る

と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

成
年
後
見
に
対
す
る
社
会
的
な
需
要
は
今
後
ま
す

ま
す
増
大
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
中
、
専
門
職
後

見
以
外
に
も
多
く
の
担
い
手
の
特
性
を
生
か
し
た

「
後
見
」
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
市
民
後
見

人
と
い
う
制
度
。
社
会
貢
献
意
欲
を
持
つ
一
般
市
民

が
養
成
研
修
等
を
受
講
し
て
、
第
三
者
と
し
て
成
年

後
見
人
の
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。
専
門
職
と
の
所

掌
の
区
別
は
明
確
に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
例
え

ば
親
族
間
の
紛
争
や
虐
待
な
ど
専
門
知
識
を
要
す

る
事
情
が
少
な
く
、
身
上
監
護
を
中
心
に
支
援
す

べ
き
人
た
ち
の
後
見
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
想
定

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
と
、
本
人
（
被
後

見
人
）
と
定
期
的
に
面
会
し
な
が
ら
、
金
銭
管
理

や
契
約
行
為
の
支
援
な
ど
、
裁
判
所
か
ら
委
任
さ

れ
た
範
囲
で
後
見
事
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
活
動
は
市
民
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ(※

1)

る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
感
覚
を

活
か
し
て
き
め
細
か
く
本
人
目
線
に
立
っ
た
支
援

を
図
り
、
そ
の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
い
く
点
に
大

き
な
強
み
が
あ
り
ま
す
。

対象者
必ず与えられる

権限
申立てにより
与えられる権限

判断能力が不十分
特定事項の一部の同意
権・取消権
一部法律行為の代理権

判断能力が著しく不十分
特定事項(※Ａ)の
同意権(※Ｂ)・取消権

左記以外の同意権・取消
権
一部法律行為の代理権

判断能力が欠けているの
が通常の状態

財産管理についての全般
的な代理権・取消権

補 助

保 佐

後 見

※Ａ 借金、訴訟行為、相続承認・放棄など、民法13条1項に掲げる事項。
※Ｂ 本人の行為について、問題がないことを確認した上で同意する権利。

保佐人・補助人は、同意がない本人の行為を取り消すことができる。

▼成年後見人の権限（後見種別） 抜粋

社協の役割 日常生活自立支援事業と連携した切れ目のない権利擁護の実施

この他、将来に備えて後見人を選任する「任意後見」という制度があります。

一人ひとりの困りごとの解決を図る

第 ２ 章

一人ひとりの困りごとの解決を図る
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※

こ
の
他
、
４
社
協
で
受
任
に

向
け
た
体
制
整
備
中
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７事
例

活

動

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

及
び
そ
の
関
連
事
業

平
成
27
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
も
と
づ
い
て
、

福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体
が
実
施
す
る
複
数
の
事
業
の
総
称
で
す
。

法
の
目
指
す
、
困
窮
者
を
包
摂
す
る
社
会
基
盤
づ
く
り
と
当
事
者
個
別
の
課
題
解
決
を
、

社
協
の
相
談
窓
口
機
能
を
起
点
と
し
て
双
方
向
的
に
実
践
で
き
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

一人ずつ がよくなる効果

個別支援
一人ひとりの状況に応じて、柔軟な支援を提供できる

地域全体 がよくなる効果

地域支援
一人の支援を通じて、地域で思いやりの意識を共有することができる。
困りごとを見逃さない地域づくりにつながっていく。

貧
困
に
つ
な
が
る
要
因
を
広
く
と
ら
え
る

支
援
対
象
と
な
る
「
生
活

困
窮
者
」
の
考
え
方

長
引
く
不
況
や
少
子
高
齢
化
の
中
、
生
活
保
護
受

給
世
帯
数
は
近
年
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

取
り
巻
く
社
会
問
題
は
多
様
化
し
、
そ
れ
と
と
も

に
、
困
窮
の
原
因
や
そ
の
状
況
も
複
雑
化
し
て
い
ま

す
。
雇
用
保
険
な
ど
の
給
付
制
度
や
職
業
訓
練
で
は

必
ず
し
も
就
労
に
結
び
つ
か
な
い
失
業
者
や
、
家
族

や
健
康
状
態
に
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
た
世
帯
、
社

会
か
ら
孤
立
し
て
問
題
を
抱
え
込
む
世
帯…

…
支
援

を
要
す
る
状
態
に
あ
り
な
が
ら
も
公
的
制
度
の
対
象

に
な
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
『
制
度
の
は
ざ
ま
』
に
あ

る
人
た
ち
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の

『
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
』
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
で
す
。
多
様
な
社
会
問

題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
経
済
困
窮
に
陥
る

要
因
を
幅
広
く
支
援
対
象
に
含
め
る
の
が
特
徴
で
す
。

そ
の
定
義
を
、
同
法
で
は
『
現
に
経
済
的
に
困
窮

し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
』
と
し
て
い
ま
す
が
、
単

純
化
・
一
般
化
の
で
き
な
い
困
窮
の
要
因
に
対
応
す

る
べ
く
、
相
談
に
も
と
づ
く
支
援
計
画
が
サ
ポ
ー
ト

の
基
軸
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

支
援
の
対
象
を
限
定
せ
ず
、
相
談
者
の
様
々
な
訴

え
を
幅
広
く
受
け
止
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

事
業
実
施
に
あ
た
り
、
社
協
は
本
事
業
の
主
要
な

担
い
手
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鳥
取
県
内
で
も
、

現
在
19
市
町
村
の
う
ち
13
の
市
町
村
社
協
で
、
何
ら

必須事業の一つにして、一連の中核

となる事業です。

相談にもとづいて生活上の課題を分

析し、支援にかかわる関係機関と調

整しながら、自立に向けた個別の支

援計画を作成します。

自立相談支援事業

生活習慣の形成やコミュニケーショ

ン能力の向上など、仕事（一般就

労）に就くための基礎的な能力の習

得を支援する事業です。

長期間の離職者や引きこもり者など

が想定されています。

就労準備支援事業

離職で住居を失った、又は失うおそ

れがある人に、一定期間家賃相当額

を支給する事業です。本人の生活基

盤となり、就職活動にも欠かせない

『住所』を確保することは困窮者支

援において大きな意味があります。

住居確保給付金事業

就労支援担当者が個別に指導を行い

ながら、事業所や実際の職場で訓練

を行い、段階的に一般就労を目指し

ていく事業です。

その性質から「中間的就労」とも呼

ばれます。

就労訓練事業 地
域
づ
く
り
か
ら
生
活
困
窮
者
を
支
え
る

社
協
が
取
り
組
む
上
で
の

意
義
と
視
点

か
の
関
連
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
の
実
情
に
目
を
向
け
る
と
、
経
済
的

困
窮
と
社
会
的
孤
立
の
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
解
決
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

困
窮
に
陥
っ
た
背
景
や
要
因
を
捉
え
、
様
々
な
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
個
々
の
実
情
に
応
じ

た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

そ
こ
で
住
み
つ
づ
け
た
い
と
願
う
あ
ら
ゆ
る
人
を

排
除
し
な
い
包
摂
的
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
生
活
困
窮

者
の
問
題
に
限
ら
な
い
社
協
の
使
命
。
周
囲
と
の
関

係
づ
く
り
も
含
め
て
対
象
者
の
支
援
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
、
本
事
業
に
取
り
組
む
上
で
の
社
協
の
重
要

な
役
割
と
言
え
ま
す
。

本
制
度
が
目
指
す
の
は
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
・

尊
厳
の
確
保
と
あ
わ
せ
、
そ
の
支
援
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
で
す
。
社
会
で
活
躍
す
る
場
の
拡
大
、
繋
が

り
合
う
場
づ
く
り
は
社
協
の
使
命
た
る
領
域
で
あ
り
、

本
事
業
に
取
り
組
む
上
で
の
重
要
な
視

点
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

住居が不安定な人を対象に、一時的

な宿泊の場所を提供する事業です。

ホームレスや、いわゆる「ネットカ

フェ難民」も対象となります。

利用者とは継続的なかかわりを持ち、

自立までの道を支援していきます。

一時生活支援事業(※２)

収支を整理して月々使えるお金を計

算したり、税金等の利用可能な減免

手続きをとったりして家計の管理・

改善を支援する事業です。最終的に

は、本人自身での家計管理を支援し

ます。

家計相談支援事業

生活困窮家庭の子どもの学習を支援

する事業です。学び（直し）・交流

の機会提供、生活習慣の獲得、保護

者からの養育相談など、取り組みは

多彩です。「貧困の連鎖」防止のた

めにも意義深い事業です。

子どもの学習支援事業

生活困窮者自立支援法 関連諸事業の概要

福祉事務所を設置する自治体（※１）において、

これらの事業のうち、自立相談支援事業と住居確保給付金事業は

必須で取り組むこととされています。

その他は任意事業と規定され、実施状況は各市町村で異なります。

参考 「生活困窮者自立支援法 自立相談支援事業従事者養成研修テキスト」（中央法規 2014年）

注記
※１ 県内では１７市町村が福祉事務所を設置。三朝町と大山町には、県が福祉事務所を設置している。
※２ 県内では実施している市町村はない。

社協の役割 市町村又は県からの受託にもとづく事業の実施、地域ニーズ発見や仕組みづくりへの協力

一人ひとりの困りごとの解決を図る
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緊
急
支
援
・
支
援
の
糸
口
と
し
て

食
糧
支
援
事
業

(

自
主
事
業
と
し
て
の
取
り
組
み)

経
済
的
困
窮
に
陥
っ
た
人
の
多
く
が
直
面
し
、
支

援
を
受
け
入
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
や
す
い
の
が
食

事
の
問
題
で
す
。
実
際
に
、
困
窮
状
態
へ
の
不
安
を

抱
え
て
い
な
が
ら
、
今
日
明
日
の
食
べ
物
に
困
っ
た

段
階
で
よ
う
や
く
相
談
に
訪
れ
る
、
と
い
う
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

中
に
は
、
年
金
・
給
料
な
ど
が
入
る
ま
で
の
、
数

日
分
の
食
糧
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
対
し
、
緊
急
的
に
食
糧
を
提
供

す
る
事
業
は
特
に
大
き
な
支
援
効
果
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
市
町
村
社
協
で
も
、
こ
う
し
た
意
義
を
ふ

ま
え
て
食
糧
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
る
食
糧
品
は
多
く
の
場

合
、
圏
域
内
の
住
民
や
企
業
・
商
店
な
ど
か
ら
の
寄

付
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
支
え
合
い
の
一
つ
の
形
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

物
的
支
援
と
し
て
の
効
果
と
あ
わ
せ
、
そ
の
状
態

に
至
っ
た
原
因
を
洗
い
出
し
、
解
決
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
事
業
で
す
。

生活困窮者等を対象とした食糧支援事業

実施中：５市町村社会福祉協議会
準備中：３市町村社会福祉協議会

生活の困りごと相談を受けつける社協だからこそ、緊急的な対応を可能にする食糧支援事業への取り組みに

は大きな意義があります。

平成２７年度末現在、県内の市町村社協で実施されている食糧支援事業は下記のとおりです。

・倉吉市社協 倉吉くらしの応援団事業（※２５頁参照）

・境港市社協 フードエイド事業

・大山町社協 フードパートナー事業

・伯耆町社協 フードパートナー事業、困窮時食糧支援事業

・江府町社協 フードサポート事業

（その他３市町村社会福祉協議会でも同様の取り組みを準備中）

いずれの事例も、個人の寄付や企業の地域貢献として提供される食糧品を活用して

います。

利用者に給付されるまでの仕組みには、社協で食糧品の寄付を募ってストックし、

利用申込みに応じて支給する方法や、あらかじめ協力者を登録しておき利用申込みを

受けて食糧品の提供をお願いする方法などがあります。

また、別途財源を用意し、現物給付の形で実施する方法もあります。

いずれも支援の性質上、申請から給付までの迅速な対応が図られています。

市町村社協

一人ひとりの困りごとの解決を図る

第 ２ 章
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▲境港市社協
「フードエイド事業」
広報誌での呼びかけ
（平成26年5月号）
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普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
「
地
域
福
祉
活
動
」
。

支
え
合
い
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
も
の
の
、
そ
の
第
一
歩
を
自
分
た
ち
は
ど

う
踏
み
出
し
て
い
く
の
か
、
そ
も
そ
も
地
域
福
祉
活
動
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
の
か…

…

地
域
福
祉
を
考
え
始
め
た
住
民
の
前
に
は
、
様
々
な
疑
問
が
立
ち
は
だ
か
り

ま
す
。

「
地
域
福
祉
活
動
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、
社
協
で
は
特
に
小
学
校
区
よ
り
も

も
っ
と
小
さ
な
、
集
落
や
自
治
会
区
な
ど
の
小
地
域
と
い
う
単
位
を
重
視
し
ま

す
。
生
活
に
密
着
し
た
最
も
身
近
な
エ
リ
ア
だ
か
ら
こ
そ
、
親
密
な
ご
近
所
さ

ん
が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
便
も
敏
感
に
察
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
自
分
た

ち
に
必
要
な
地
域
福
祉
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
で
す
。

そ
こ
で
社
協
で
は
、
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
、
自
分
が
暮
ら

す
小
地
域
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
て
も
ら
う
た
め
の
、
様
々
な
方
法
や
き
っ
か

け
を
住
民
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

「支え愛マップ」は鳥取県内の市町村社協で推進している住民福祉マップの一種で、災

害時の避難に援助を必要とする人を集落の地図上に表し、その居住地からの避難経路や支

援者を書き込んで作成するものです。

地域の実情を一覧化できるマップ自体の効果もさる

ことながら、この活動の最大の意義は、それを作成す

る過程にあります。住民が集まって情報を出し合うこ

とで、地域の実情を住民全員で共有することができ、

同時に、抽出された支援課題をみんなで受け止める

きっかけにもなるのです。

鳥取県内の各市町村社会福祉協議会 （一部除く）

市町村社協

わが町支え愛マップを通じた地域支援

保健福祉会は、湯梨浜町社協が進める小地域福祉活動の組織化の取り組みです。

平成16年度にスタートして以降じわじわと取り組みが広がり、今では７５の自治会区のうち

７２区と、ほぼ全町での実施まで拡大しました。

構成メンバーは、区長や自治会役員、民生委員、福祉推進員・保健推進員、高齢者クラブな

ど。年２回以上の役員会と一人暮らし等高齢者世帯の見守り・安否確認を必須取組み事項とし

た上で、サロンや健康づくり活動などのメニュー事業を実施することとなっています。

定期的に話し合いの場が持たれることにより、各自が気づいたことを関係者全員で共有する

きっかけになります。また、その場に社協職員が出向くことも多く、具体的に困りごとを抱え

た人の情報があれば、社協が実施する各種の支援事業の活用に結びつけることも可能です。

湯梨浜町社会福祉協議会

市町村社協

小地域福祉活動推進組織「保健福祉会」

自
ら
の
地
域
の
福
祉
を
考
え
る
場
づ
く
り

普
段
の
見
守
り
活
動
か
ら
サ
ロ
ン
や
ミ
ニ
デ
イ
活
動
、
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
一
般
に
地
域
福
祉
活
動
と
呼
ば
れ
る
事
例
は
多
数

存
在
し
ま
す
。

し
か
し
社
協
は
、
そ
れ
ら
の
正
解
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
の
活
動
に
取
り
組
む
か
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
形
で

地
域
の
福
祉
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
の
か
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
行
き
着
く
先
は
地
域
の
未
来
図
で
あ
り
、
そ
の
決
断
は
社
協
の
も

の
で
な
く
、
住
民
自
身
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

協
議
の
場
の
最
も
重
要
な
意
義
は
、
「
共
有
」
に
あ
り
ま
す
。

地
域
の
未
来
を
話
し
合
う
た
め
、
活
動
を
立
ち
上
げ
る
た
め
、
地
域

の
実
情
を
調
べ
る
た
め―

―

ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
も
、
情
報
や
意
見
を
遠
慮
な
く
交
わ
し
合
う

こ
と
で
、
課
題
意
識
が
そ
こ
に
集
う
全
員
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

話
し
合
い
を
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
で
、
共
有
か
ら
「
共
感
」
が
生
ま

れ
、
最
後
に
「
合
意
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
共
感
に
も
と
づ
い
て
生

ま
れ
る
合
意
こ
そ
が
、
そ
の
地
域
で
円
滑
に
福
祉
活
動
が
育
ま
れ
て
い

く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
出
発
点
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

住
民
み
ん
な
の
合
意
が
出
発
点

地
域
福
祉
活
動
企
画
に
お
け
る

「
協
議
の
場
」
の
大
切
さ
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「
ど
こ
に
ど
う
相
談
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

生
活
に
困
り
ご
と
を
抱
え
な
が
ら
、
こ
う
漏
ら
す
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
状
況
を
自
覚
し
な
が
ら
も
、
適
切
な
相
談
窓
口
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、

ど
ん
な
こ
と
が
相
談
で
き
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
支
援
し
て

も
ら
え
る
と
い
う
実
感
が
な
か
っ
た
り…

…

言
葉
の
裏
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

社
会
か
ら
の
「
支
援
」
は
、
行
政
が
用
意
す
る
制
度
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。

企
業
や
施
設
に
よ
る
社
会
貢
献
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人…

…

公
的
制
度
の
対
象
で
な
く
て
も
（
対
象
で
な
い
か
ら
こ
そ
）
、
生
活
の
困
り

ご
と
を
支
え
る
多
く
の
資
源―

―

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
総
称
さ
れ

る
柔
軟
な
支
援
が
社
会
に
生
ま
れ
、
多
く
の
人
を
支
え
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
か
、
利
用
す
べ
き
か
が
分
か
ら
な
く
て
も
、

ま
ず
は
相
談
を
受
け
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
支
援
を
組
み
立
て
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
多
彩
な
支
援
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
内
容
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対
応
し
て
い
け
る
こ
と
が
社
協
の
強
み
と
い
え
ま
す
。

生活困窮状態にある人を、倉吉市に暮らす個人・企業・団体などがそれぞれの強みや思いを

活かす形で協力し、みんなで支えていこうという事業です。

具体的には、自立に向かうまでの過程を、実際のケースにもとづきながらイメージ。その上

で、既存の制度の対象とならない内容を中心に取り組んでいくこととしています。経済的自立

を果たすための就職活動に向かえないという悩みの解消や、まず社会性の獲得を目指す居場所

づくりなど、支援実態に即したサービス創出となっています。

倉吉市社協の事業でありながら、倉吉市社協だけではできない事業。誰かの困りごとをみん

なで支えていくという、倉吉市社協のイメージがうかがえる事業です。

相

談

者

倉吉くらしの応援団

食糧等
の提供

一時的に食べ物等を確保できない方に、協
力者から寄付された食品や日用品を提供１

就職活動
の支援

プリペイド携帯電話やスーツなど、就職活
動に必要な物品を貸与または支給２

居場所
づくり

市民ボランティアも参画し、ひきこもり
(がち)の人が社会とつながる場を作る３

あ
ん
し
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー(※

)

支援
決定

継続支援

※倉吉市社協が設置している
生活の困りごとの総合相談窓口。

窓口相談だけでない「アウトリーチ」

自ら地域などに出向き、支援の必要性があ

ると考えられる人を見つけ出して接触を図

り、支援利用を積極的に働きかけていく手

法を「アウトリーチ」と呼びます。

相談員が窓口に座っているだけでは、必ず

しも支援を必要とするすべての人を救うこ

とができません。鳥取県内の社協では、近

年特に重視している手法です。

問題の本質的な解決を目指す

困窮状態の背景には、必ず一人ひとり異

なる原因があり、経緯があり、支援すべ

きポイントがあり、そして活かしていけ

る強みがあります。相談を基点とした細

かい分析にもとづいて、一人ひとりオー

ダーメードの支援を提供していきます。

社会全体で支えるコーディネート

地域で困っている人を支援するのは、家族や地域住民だけの役割ではありません。社会

には多くの支援機能があり、これらを組み合わせることで、切れ目なく、特定の誰かが

負担することのないサポート体制を築くことができます。

社会に対してどのような協力ができるかは、人（団体）に

よってさまざまです。社会に存在する課題を認識し、不足

している支援サービスの創出に努めるのも社協の相談事業

の一部。

自らのサービス活動とともに、多くの人（団体）の社会参

加を募り、困っている人を社会全体で支えていけるような

仕組みが、社協の目指す地域福祉のあり方なのです。

倉吉市社会福祉協議会

市町村社協

市のみんなで応援！

倉吉くらしの応援団事業

入 口

経 過

出 口

社
協
の
相
談
支
援

大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト

相
談
か
ら
支
援
へ
の
仕
組
み
づ
く
り

社
協
の
相
談
支
援
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昨今、若い世代を中心に近所づきあいを「わずらわしい」「仕方なくやるもの」と感じる人

が増えつつあります。同時に少子高齢化の波が押し寄せ、多くの地域で福祉活動が何かしらの

課題を抱えて岐路に立たされている状況になっています。

互いに異なる価値観や地域特性を排除せず尊重することを通じて、地域福祉活動のあり方は

バリエーションに富んでいきます。一人ひとりが社会でできることをどう考え、一つの地域で

どう実を結ばせていくのか……その出発点として、まずは住民同士で地域福祉に関する理解を

深め、かつ互いの考え方の多様性を学び合うことも大切です。

社協では、用意された答えに導くのではなく、参加者自身の思考や力を引き出し、自主的な

合意形成を促す「ファシリテーション」という技術を、参加者同士が共感しあえる福祉学習の

手法として活用しています。一方的に話す講演とは異なり、参加者の体験（プロセス）から一

人ひとりの学びや気づきが共有され、実感をともなう

結論へ辿り着いていけるよう、脇役となって学習をサ

ポートしていくのです。

鳥取県社協が実施する「福祉学習推進ファシリテー

ター養成講座」には、これまでに２年間で延べ１３名

の市町村社協職員が参加。より良い住民同士の学びを

引き出す手法を学び、学校等の福祉学習や地域座談会

などの場で活かしています。

鳥取県社協が考える福祉教育は、学習の素材に社会福祉問題を取り上げています。これを通

じて、社会福祉問題に向き合うために必要な「福祉の心」を育む活動が重要と考えています。

身近なところからいろいろな手助けや支えあいが実践できるような取組みを重ねるよう、学

校教育に留まらず広く地域社会においても「福祉の心」をもって解決に向けた実践力を高める

ことをねらいとしています。

学校教育だけではなく社会教育の領域も含め、そして対象もすべての年齢段階に向けて学習

者が自らの体験をとおして実感し理解することが必要と考え、地域社会の位置付けを明確化し

たうえで、地域全体で福祉教育の底上げを推進していきます。

◆ ともに生きる ～福祉の心を育む～ ◆

市町村社協

参加者の思考を引き出す

ファシリテーション技術による福祉教育 福
祉
教
育
・
福
祉
学
習
の
充
実

地
域
福
祉
は
福
祉
教
育
に
始
ま
り
福
祉
教
育
に
終
わ
る
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
社
会
に
存
在
す
る
福
祉
課
題
に
触
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
福
祉
の
心

を
持
ち
、
そ
の
解
決
に
必
要
な
行
動
を
考
え
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自
ら
そ
れ
を
実

践
し
て
い
く…

…

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
出
発
点
と
し
て
、
「
社
会
に
存
在
す
る
福
祉

課
題
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

県
内
の
各
社
協
で
は
、
小
中
高
の
各
学
校
と
連
携
し
た
福
祉
教
育
の
推
進
、
夏
休

み
を
利
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
な
ど
を
実
施
。
加
え
て
社
会
に
お
け
る
イ

ベ
ン
ト
や
研
修
、
地
域
で
の
学
習
会
（
22
～
23
頁
も
あ
わ
せ
て
参
照
）
、
福
祉
学
習

サ
ポ
ー
タ
ー
や
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
を
推
進
し
、
学
校
か
ら
社
会
に
至
る

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
各
段
階
で
福
祉
意
識
の
啓
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
福
祉
課
題
に
取
り
組
む
の
は
、
特
定
の
住
民
の
役
割
で
あ
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
福
祉
の
心
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
地
域
全
体
の
共
感
や
福
祉
力
の
向
上
、
活
動
参
画
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
包
摂
し
支
え

合
う
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
「
と
も
に
生
き
る
」
を
福
祉
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

26

鳥取県における福祉教育推進のイメージ
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社会福祉協議会
ＣＳＷを中心とした住民支援

地域（日常生活圏域）

住民主体の福祉

「地域見守り会議」

・困っている住民を地域で支援するための検討
・地域の問題を解決する新たな福祉活動の企画
【社協ＣＳＷ(※)】住民の活動に対する助言や支援
【 〃 】深刻な問題を抱えた人の情報キャッチ

見守り・支え合い実践

・住民による見守り・支え合いの取り組み
身近な困りごとを支え合う仕組み作り

支援を必要とする人
住民間の
支え合い

地域支え合い講習会

・住民の支え合いに対する意識の向上
・子どもから高齢者まで幅広く開催

困っている人や地域の課題の
情報共有・解決検討

見守り・活動の充実強化
新たな活動の企画

福祉推進員

民生委員
自治会長

又は福祉部長

愛の輪協力員

関係する住民

あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
❤
お
た
が
い
さ
ま
事
業

県 社 協

【１】モデル社協が地域で取り組む活動の後方支援

・地域支え合い講習会のテキスト「気づきハンドブック」の作成

・必要に応じて市町村社協に対し、支援サービスの対応調整に係る支援

・その他、地域・市町村社協で取り組む活動への助言、他地域の情報提供など

【２】支え合い担い手づくり

【３】ＣＳＷの養成、活動強化（研修の実施）

（※）開催単位は町村単位、中学校区単位
など地域の実情による

（※）小地域福祉に携わるその他の地域関
係者が参加する場であっても良い

地域間の情報交換

「見守り活動連絡会」

・他地域の活動など情報交換
・市町村社協を交えての、新たな生活
支援サービスの検討

各地域の見守り
会議参加者

〃〃

CSW
など

地
域
住
民

市
町
村
社
協

県
社
協

協
働
の

地
域
づ
く
り

市 町 村 社 協

ＣＳＷ等の積極的な地域への関わり
本人に合った様々な支援の実施・調整

【１】「地域支え合い講習会」の開催支援

【２】「見守り・支え合い」の実践支援

【３】「地域見守り会議」への参画

【４】「見守り活動連絡会」の開催

【５】個別支援に係る調整

（サポート会議、あんしんカルテ）

・支援介入が必要なケースは、あんしん

カルテ等を作成。本人の状況に合った

支援をする

・フォーマル・インフォーマル双方の支援

関係者が集まり、ケースに応じた支援の

調整を図る場を確保する

（サポート会議等）

CSW
など

地域への参画
（アウトリーチ）

専門職による
支援の相談

高
齢
化
社
会
で
目
に
す
る
こ
と
の
多
く
な
っ
た
「
見
守
り
」
で
す
が
、
相
手
が
特
に
何
事
も
な
く
暮
ら
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
役
割
は
な
か
な
か
表
現
し
づ
ら
い
も
の
。

あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
❤
お
た
が
い
さ
ま
事
業
は
、
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
地
域
の
「
見
守
り
」
の
大
切
さ
を
、
て
い
ね
い
に
住
民
へ
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

そ
の
伝
達
の
場
「
地
域
支
え
合
い
講
習
会
」
を
は
じ
め
、
社
協
は
支
え
合
い
活
動
に
対
す
る
助
言
や
支
援
、
専
門
的
な
援
助
が
必
要
な
ケ
ー
ス
の
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

な
ど
、
住
民
の
福
祉
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

住民の福祉意識の向上に関する事業

（地域支え合い講習会）

小地域福祉活動の発展、強化に

関する事業（見守り活動連絡会）

見守りによるニーズ発見・

小地域福祉活動の推進に関する事業

社協職員の

日常的なアウトリーチの推進

誰でも日常的に実践できる「見守り」、持つべき

「気づき」の視点を伝えるため、県社協が発行し

た気づきハンドブック（前頁）を活用して地域支

え合い講習会を開催します。できるだけ多くの住

民参加を募ることがポイントです。

小地域圏域で住民が主体となって支え合う取り組

みを模索します。関連して、発見された課題から

住民同士でできることを話し合う地域見守り会議

を開催します。社協からも必要に応じてＣＳＷ等

が参加、ニーズ把握等に努めます。

地域見守り会議の企画に携わる人が各地域から集

まり、他地域の情報交換や、新たな生活支援サー

ビスの可能性について話し合う見守り活動連絡会

の場を設けます。アイディアの参考や、相互の学

び合いにつながる効果が見込まれます。

支え合い講習会や地域見守り会議などを通じて、

社協職員も地域へ積極的に参画。顔の見える関係

づくりはもちろん、埋もれた支援ニーズの発見、

対象者に積極的にアプローチしていくアウトリー

チ手法を意識した活動を展開していきます。

平
成
27
年
度
（
一
部
は
28
年
度
）
か
ら
県
内
の
市
町
村
社
協
を
県
社
協
が
モ
デ
ル
指
定
し
、
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
モ
デ
ル
事
業
で
す
。

モ
デ
ル
社
協
と
し
て
取
り
組
む
事
項

※コミュニティ・ソーシャルワーカー。対人援助と地域の福祉基盤強化を一体で図る専門職。

を伝える本

見守りとは何か？

気になることがあったらどう行動するか？

専門用語を使わない解説とあわせて、その内容

に沿った簡単な物語が進行していきます。短い内

容の中に、見守りについての大切なメッセージが

凝縮された一冊です。

誰にでも分かりやすく「見守り」を伝えられる

ため、本事業以外でも学校や住民の自主学習会等

で多数活用されています。
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社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
は
、
常
に
『
地
域
』
と
い
う
単
位
が
あ
り
ま
す
。

地
域
で
の
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
と
き
、
何
気
な
く
口
に
す
る
そ
の
単
位
が
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
裏
を
返
せ
ば
一
人
の
生
活
を
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
『
地
域
』
が
ど
う
溶
け
込
ん
で
い
る
か
を
同
時
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

慣
れ
親
し
ん
だ
住
ま
い
、
環
境
、
人
間
関
係
、
先
祖
・
家
系
な
ど
の
地
縁
的
な
こ
だ
わ
り―

―
地
域
と
い
う
単
位
は
、
た
だ
の
場
所
以
上
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。

本
冊
子
で
紹
介
し
た
企
画
や
手
法
は
、
す
べ
て
個
人
を
取
り
ま
く
地
域
、
ま
た
は
、
地
域
を
構
成
す
る
個
人
を
見
つ
め
た
支
援
で
す
。

な
お
か
つ
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
作
用
し
あ
う
関
係
性
を
見
据
え
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
見
守
り
の
活
性
化
を
通
じ
て
、
誰
か
の
困
り
ご
と
の
発
見
や
解
決
が
図
ら
れ
ま
す
。

他
方
、
ひ
と
り
の
支
援
に
お
い
て
周
囲
の
協
力
を
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
住
民
同
士
の
思
い
や
り
が
深
ま
り
ま
す
。

ひ
と
り
の
支
援
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
活
動
や
絆
は
、
い
つ
か
次
の
誰
か
を
支
え
る
原
動
力
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
目
標
は
、
こ
う
し
た
思
い
を
込
め
た
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
願
う
す
べ
て
の
人
が
豊
か
な
社
会
関
係
を
築

き
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
、
で
き
る
限
り
最
期
の
瞬
間
ま
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
地
域
を
作
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
社
会
生
活
の
支
援
と
、
そ
の
人
を
取
り
ま
く
地
域
の
福
祉
増
進
を
一
体
的
に
取
り
組
む
手
法
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
鳥
取
県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
現
在
、
特
に
重
要
視
し
て
い
る
手
法
で
す
。

そ
の
真
髄
は
、
一
面
的
で
も
一
方
通
行
で
も
な
い
、
地
域
社
会
と
個
人
の
相
互
作
用
の
循
環
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
支
援
の

き
っ
か
け
や
プ
ロ
セ
ス
は
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
自
由
さ
・
柔
軟
さ
は
、
制
度
に
よ
ら
な
い
社
会
福
祉
協
議
会
が
強
み
と
し
て
い
る
部
分
そ
の

も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。

社会福祉協議会の今とこれから
地域の未来を、地域とともに作っていく
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県
・
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
と
と
も
に
時
代
を
歩
み
な
が
ら
、
常
に
活
動
の
充
実
や
社
会
情
勢
に
即
し
た
改
善
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
行
政
と
協
働
で
の
事
業
や
活
動
に
も
数
多
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
い
ず
れ
も
、
活
動
の
出
発
点
と
な
る
の
は
、
「
地
域
の
み
ん
な
で
こ
ん
な
ま
ち
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
住
民
の
思
い
で
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
各
活
動
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
昔
か
ら
育
ま
れ
て
き
た
鳥
取
県
の
ご
近
所
同
士
の
思
い
や
り
・
支
え
合
い
の
精
神
が
、
こ
の
鳥
取
県

で
は
今
な
お
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
社
会
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

世
代
構
成
や
人
口
、
価
値
観
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
地
域
が
育
ん
で
き
た
絆
を
お
び
や
か
す
逆
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
の
生
活
の
集
合
体
『
地
域
』
と
い
う
単
位
を
守
る
力
が
、
多
く
の
地
域
で
今
、
少
し
ず
つ
弱
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
こ
の
現
状
に
深
刻
な
危
機
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。
困
り
ご
と
を
見
逃
さ
な
い
・
放
っ
て
お
か
な
い
地
域
づ
く
り
を
改
め
て

推
進
す
る
と
と
も
に
、
在
宅
の
認
知
症
患
者
や
生
活
困
窮
者
な
ど
今
日
的
な
社
会
福
祉
課
題
を
意
識
し
、
地
域
と
の
協
働
関
係
の
も
と
で
積
極
的
に

そ
の
解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
外
の
人
た
ち―

―

ま
だ
社
会
で
認
知
さ
れ
て
い
な
い
課
題
や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
存
在
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
社

会
に
先
が
け
て
自
主
的
に
そ
の
解
決
や
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
力
や
思
い
を
結
集
し
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
県
・
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

は
今
後
と
も
一
体
と
な
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

社会福祉協議会の今とこれから
地域の未来を、地域とともに作っていく
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郵便番号 住　　所 ＴＥＬ

本　所 ６８０-０８４５ 鳥取市富安2丁目104-2　　さざんか会館内 ０８５７-２４-３１８０

鳥取　  総合福祉センター ６８０-０８４５ 鳥取市富安2丁目104-2　　さざんか会館内 ０８５７-２４-３１８０

国府町 総合福祉センター ６８０-０１４２ 鳥取市国府町麻生4-2　　老人福祉センター内 ０８５７-２２-１８８０

福部町 総合福祉センター ６８９-０１０６ 鳥取市福部町海士1013-1　　砂丘温泉ふれあい会館内 ０８５７-７５-２３３７

河原町 総合福祉センター ６８０-１２２１ 鳥取市河原町渡一木277-1　　老人福祉センター内 ０８５８-７６-３１２５

用瀬町 総合福祉センター ６８９-１２１１ 鳥取市用瀬町別府96-2　　保健センター内 ０８５８-８７-２３０２

佐治町 総合福祉センター ６８９-１３１３ 鳥取市佐治町加瀬木2171-2　　老人福祉センター内 ０８５８-８９-１０２２

気高町 総合福祉センター ６８９-０３３１ 鳥取市気高町浜村8-8　　老人福祉センター内 ０８５７-８２-２７２７

鹿野町 総合福祉センター ６８９-０４２５ 鳥取市鹿野町今市651-1　　老人福祉センター内 ０８５７-８４-３１１３

青谷町 総合福祉センター ６８９-０５２１ 鳥取市青谷町露谷53-5　　老人福祉センター内 ０８５７-８５-０２２０

米子市 ６８３-０８１１ 米子市錦町1丁目139-3　　福祉保健総合センター内 ０８５９-２３-５４９０

本　所 ６８２-０８７２ 倉吉市福吉町1400　　倉吉福祉センター内 ０８５８-２２-５２４８

関金 支所 ６８２-０４１１ 倉吉市関金町関金宿1115-2　　高齢者生活福祉センター内 ０８５８-４５-３８００

境港市 ６８４-００４３ 境港市竹内町40 ０８５９-４５-６１１６

岩美町 ６８１-０００３ 岩美町浦富645 ０８５７-７２-２５００

若桜町 ６８０-０７０１ 若桜町若桜1247-1　　地域福祉センター内 ０８５８-８２-０２５４

智頭町 ６８９-１４０２ 智頭町智頭1875　　保健・医療・福祉総合センター内 ０８５８-７５-２３２６

本　所 ６８０-０４６３ 八頭町宮谷254-1　　老人福祉センター内 ０８５８-７２-６２１０

船岡 支所 ６８０-０４１１ 八頭町船岡殿159　　船岡保健ｾﾝﾀｰ内 ０８５８-７３-０６７２

八東 支所 ６８０-０５３２ 八頭町東593-1　　地域福祉センター内 ０８５８-８４-２２１０

三朝町 ６８２-０１２５ 三朝町横手50-4　　地域福祉センター内 ０８５８-４３-３３８８

本　部 ６８９-０６０１ 湯梨浜町泊1085-1　　保健福祉センター内 ０８５８-３４-６００２

羽合 支部 ６８２-０７２２ 湯梨浜町はわい長瀬584　　健康福祉センター内 ０８５８-３５-２３５１

泊 支部 ６８９-０６０１ 湯梨浜町泊1085-1　　保健福祉センター内 ０８５８-３４-６００２

東郷 支部 ６８９-０７１３ 湯梨浜町旭83　　老人福祉センター内 ０８５８-３２-０８２８

本　所 ６８９-２３５２ 琴浦町浦安123-1　　社会福祉センター内 ０８５８-５２-３６００

赤碕 支所 ６８９-２５０１ 琴浦町赤碕1113-1 ０８５８-５５-１１２４

北栄町 ６８９-２２０５ 北栄町瀬戸36-2　　社会福祉センター内 ０８５８-３７-４５２２

日吉津村 ６８９-３５５３ 日吉津村日吉津973-9　　社会福祉センター内 ０８５９-２７-５３５１

本　所 ６８９-３１１１ 大山町赤坂764　　福祉センターなかやま内 ０８５８-４９-３０００

大山 支所 ６８９-３３３２ 大山町末長503　　総合福祉センター内 ０８５９-３９-５０１８

名和 支所 ６８９-３２１１ 大山町御来屋467　　保健福祉センター内 ０８５９-５４-２２００

中山 支所 ６８９-３１１１ 大山町赤坂764　　福祉センターなかやま内 ０８５８-４９-３０００

本　所 ６８３-０３５１ 南部町法勝寺331-1　　総合福祉センター内 ０８５９-６６-２９００

会見 支所 ６８３-０２２７ 南部町浅井938　　総合福祉センター内 ０８５９-６４-３５１５

本　所 ６８９-４１２１ 伯耆町大殿1010　　保健福祉センター内 ０８５９-６８-４６３５

岸本 支所 ６８９-４１２１ 伯耆町大殿1010　　保健福祉センター内 ０８５９-６８-４６３５

溝口 支所 ６８９-４２０１ 伯耆町溝口281-2　　福祉センター内 ０８５９-６３-０６６６

日南町 ６８９-５２１１ 日南町生山397-1　　子育て支援センター内 ０８５９-８２-６０３８

日野町 ６８９-５１３１ 日野町黒坂1247-1　　老人福祉センター内 ０８５９-７４-０３３８

江府町 ６８９-４４０１ 江府町江尾2069　　地域支え愛センター内 ０８５９-７５-２９４２
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